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理論問題コンテスト
チャレンジャーたちは8時半から
5時間の理論問題コンテストに挑戦します

朝は霧が出ていましたが… 晴れてきました！

コンテスト直前ですが
SPring-8の展示に興味津々です



理論問題コンテスト



理論問題特集

出題された先生方へのインタビュー



第1問

振動現象は世の中に幅広く現れ、物理を学ぶ上で基
本的な事象です。連成振動はいくつかの物体に相互
作用がはたらきながら起こる振動ですが、この現象
において重要になるのが基準振動という考え方です。
前半はこの考え方を理解してもらうために出題しま
した。
ニュートリノ振動はニュートリノが3つの種類を変
えていくという現象です。この現象はシュレーディ
ンガー方程式で記述されますが、数学的構造は連成
振動と同じです。後半は梶田先生のノーベル賞受賞
につながったニュートリノ振動について、類似性を
通して理解してほしいと考え出題しました。

➢ 出題内容と意図

～岡部先生へのインタビュー～

➢ チャレンジャーへのメッセージ
異なる現象でも共通の数学的構造を持つものがたくさんあります。
共通する原理という視点でいろいろな問題を幅広く学んでほしいと
思います。



第2問

第2問は「素粒子は加速する」というタイトル
です。加速器は現代物理学にとって大きな技術
であり、その歴史は1911年のラザフォードま
でさかのぼります。加速器を使って大きなエネ
ルギーを粒子を与えることで、ミクロの世界が
見えるようになりました。そして100年後に
ヒッグス粒子が見つかります。この100年のヒ
ストリーを体験してもらいたいと考え出題しま
した。

➢ 出題内容と意図

～青木先生へのインタビュー～

➢ チャレンジャーへのメッセージ
加速器はミクロの極限を探るだけでなく、粒子線によるがん治療や物
質の構造解析にも用いられます。この問題はその背景知識を知っても
らう意図もあります。技術発展の背景には物理学の原理があります。
そのことを意識して現代文明の未来を切り開いていってください。



第3問

光は粒子と波両方の性質を持つという
ことは聞いたことがあると思います。
量子力学の基本原理であるこの性質は、
2022年のノーベル賞や、量子コン
ピュータへの応用など注目を集める分
野に関連しています。皆さんに量子力
学の不思議な概念を知ってもらうため
に出題しました。

➢ 出題内容と意図

～中西先生へのインタビュー～

➢ チャレンジャーへのメッセージ
量子力学は非常に不思議で簡単に受け入れられない概念ですが、受け
入れられないことが普通であるような深い謎が含まれている学問です。



第4問

第4問は「原始惑星系」というタイトルです。恒
星の周りに円盤状にガスが集まった原始惑星系に
おいて、どのように惑星ができるかを考えてもら
う問題です。直感的にはガスによって抵抗を受け
る粒子は中心の恒星に落ち込んでいくため、惑星
はできません。この問題を解消して説明するため
の「京都モデル」を題材にして出題しました。こ
のモデルをもとにして惑星ができる過程を追って
もらうことが目的です。

➢ 出題内容と意図

～杉山先生へのインタビュー～

➢ チャレンジャーへのメッセージ
実は「京都モデル」にも指摘があり、惑星ができる理由は未解決のま
まです。宇宙・天文の分野には未解決なことがたくさんありますが、
初等的な物理を適用して説明できることはたくさんあると思っていま
す。物理が好きな方が宇宙や惑星の研究に関わってその発展に寄与し
てくれることを期待しています。



交流会
学生スタッフ企画の交流会を行いました。
皆さん楽しんでいただけたでしょうか？

テーマ：A4用紙30枚をできるだけ高く積み上げよう！

20分間にA4用紙30枚をどれだけ高く積めるかを競いました
（ハサミを使った加工あり）

ルール紹介

スタッフで試した時の最高記録は
A4縦(29.7cm)8枚分でした
皆さんはどれだけ積み上げられましたか？



交流会

まずは作戦会議



交流会
順調に組み上がっています

そんな方法アリ！？
いえ、発想の勝利です



交流会

タイムアップ！お見事！！
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